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（
財
）
松
山
記
念
館
で
は
、
松

山
株
式
会
社
の
創
業
者
松
山
原
造

の
日
記
を
収
蔵
展
示
し
て
い
ま

す
。
特
に
福
岡
か
ら
招
聘
さ
れ
た

農
事
教
手
の
助
手
と
し
て
小
県
郡

役
所
で
働
き
始
め
た
明
治
三
〇
年

以
降
に
記
し
た
初
期
の
日
記
は
、

農
業
技
術
普
及
活
動
の
中
で
双
用

犂
試
作
完
成
に
至
る
経
過
や
特
許

取
得
後
の
販
売
流
通
に
苦
心
し
た

よ
う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
原
造
と
金
物
商
・

鍛
冶
屋
と
の
親
交
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
双
用
犂
の
製
造
・
初
期
の

流
通
を
支
え
た
そ
れ
ら
の
人
々
の

出
自
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
明
治

期
の
上
田
に
お
け
る
金
物
商
の
始

ま
り
を
考
察
し
て
み
ま
し
た
。

　

原
造
は
、
上
田
町
常
田
の
小
宮

上
田
に
お
け
る
金
物
商
の
お
こ
り

～
犂
販
売
か
ら
の
考
察
～

山
茂
右
衛
門
（
上
田
商
工
会
議
所

第
一
期
～
五
期
常
議
員　

醤
油
製

造
・
味
噌
塩
小
売
業
）
の
試
作
田

に
通
う
う
ち
に
長
岡
四
五
兵
衛
に

立
ち
寄
る
よ
う
に
な
り
、
水
苗
代

の
播
種
や
馬
耕
も
手
伝
い
ま
し

た
。
鳥
取
県
の
中
井
太
一
郎
が
明

治
二
五
年
に
特
許
を
取
得
し
た
中

耕
除
草
器
「
太
一
車
」
を
取
り
寄

せ
て
も
ら
っ
た
り
、
収
穫
量
の
検

査
に
使
用
す
る
坪
枠
を
一
緒
に
製

作
し
た
り
、
犂
の
改
良
に
つ
い
て

相
談
す
る
な
ど
、
長
岡
を
慕
っ
て

出
入
り
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
三
一
年
五
月
に
犂
先
一
枚

を
鍋な
べ
だ
い大
（
鋳
物
師　

小
島
大
次
郎
）

か
ら
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

後
、
醋す
や屋
籐
兵
衛
か
ら
犂
先
を
三

枚
購
入
し
た
あ
た
り
か
ら
籐
兵
衛

と
の
つ
き
あ
い
が
始
ま
り
ま
す
。

明
治
三
二
年
六
月
、
原
造
は
埴
科

郡
農
会
の
書
記
と
な
り
埴
科
郡
で

の
農
業
技
術
普
及
を
す
る
か
た
わ

ら
双
用
犂
の
考
案
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。
明
治
三
三
年
一
一
月
に

よ
う
や
く
納
得
の
い
く
犂
が
完
成

し
、
早
速
、
一
二
月
八
日
に
上
田

に
出
て
長
岡
四
五
兵
衛
を
訪
ね
ま

す
が
不
在
で
し
た
。
そ
こ
で
、
醋

屋
籐
兵
衛
に
行
き
原
料
で
あ
る
鉄

板
の
こ
と
な
ど
を
相
談
。
ど
う
や

ら
こ
こ
で
犂
製
造
の
目
途
を
つ
け

た
よ
う
で
す
。
こ
こ
か
ら
醋
屋
籐

兵
衛
と
の
取
引
が
始
ま
り
ま
す
。

　

数
日
後
の
一
二
月
一
三
日
に
は

埴
科
郡
農
会
に
辞
表
を
提
出
し
、

本
格
的
な
製
作
に
と
り
か
か
っ
て

い
き
ま
し
た
。
原
造
は
明
治
三
四

年
三
月
八
日
、「
単た
ん
ざ
ん
そ
う
よ
う
り

鑱
双
用
犂
」
特

許
取
得
の
た
め
の
願
書
を
特
許
局

に
送
る
と
、
早
速
一
二
日
に
は
醋

屋
籐
兵
衛
に
依
託
販
売
の
相
談
を

し
ま
す
。
ま
た
、
一
七
日
か
ら
数

日
か
け
て
鍛
冶
町
の
小
林
竹
司
鍛

冶
に
通
い
犂
先
の
製
作
を
見
守

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
仕
上
が
っ
た

犂
は
三
月
二
六
日
に
郡
立
小
県
蚕

業
学
校
（
現　

上
田
東
高
校
）
の

農
場
で
試
運
用
さ
れ
好
評
を
得
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
犂
製
作
の
最
初
は

犂
先
を
小
林
竹
司
に
作
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
後
に
は
中
村
六
郎

鍛
冶
に
製
作
を
依
頼
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
一
一
月
一
日
の
日
記

に
は
「
醋
屋
藤
及
中
村
六
郎
方
に

至
り
犂
二
挺
受
取
り
た
り
、
之
れ

今
回
発
明
せ
る
も
の
な
り
」
と
確

か
な
技
能
を
も
っ
た
職
人
と
と
も

に
製
造
で
き
る
う
れ
し
さ
を
綴
っ

て
い
ま
す
。

　

犂
の
販
売
に
お
い
て
は
、
小
諸

町
の
柳
田
商
店
と
は
明
治
三
五
年

五
月
か
ら
、
大
屋
停
車
場
前
の
薬や

鑵か
ん
や屋

志
津
衛
と
は
明
治
三
六
年
四

月
か
ら
、
海
野
町
関
口
金
物
店
と

は
明
治
三
六
年
六
月
一
五
日
か
ら

の
取
引
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

上
田
鍛
冶
町
で
造
ら
れ
た
鍬
は

「
上
田
海う
ん
の野
の
鍬く
わ

」
と
呼
ば
れ
、
江

戸
時
代
中
期
に
は
木
曽
・
松
本
・

諏
訪
・
高
遠
・
伊
那
・
川
中
島
、

更
に
は
越
後
や
上
州
ま
で
販
売
さ

れ
評
判
が
よ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

も
と
も
と
鍛
冶
町
は
本も
と
う
ん
の

海
野
（
東

御
市
）
に
い
た
鍛
冶
が
、
真
田
氏

に
よ
っ
て
築
城
と
と
も
に
上
田
に

地
割
を
あ
た
え
ら
れ
て
で
き
た
町

で
す
。こ
の
鍛
冶
職
人
た
ち
は
、「
鍛

冶
町
以
外
で
は
鍬
を
こ
し
ら
え
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
制
令
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
こ
の
特
権
の

も
と
に
海
野
鍬
を
独
占
製
造
し
て

き
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
上
州
佐

野
か
ら
移
り
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る

鋳
物
を
つ
く
る
職
人
た
ち
は
鍋な
べ
や屋

と
よ
ば
れ
、
鍋
・
釜
ば
か
り
で
な

く
寺
や
神
社
の
釣
鐘
・
鰐
口
も
製

作
し
、
幕
末
に
は
大
砲
や
鉄
砲
も

製
造
し
て
、
異
国
船
と
の
対
応
に

備
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
高
い
鋳
物
技

術
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
の
「
信

濃
小
県
郡
常
田
町
差
出
帳
」
に
は

「
鍛
冶
八
人
鎌
鍬
仕
候　

惣
次
郎
・

七
郎
右
衛
門
・
徳
三
郎
・
儀
兵
衛
・

源
四
郎
・
茂
七
・
作
右
衛
門
・
太

郎
兵
衛
」「
鍋
屋
三
人　

久
兵
衛
・

大
次
郎
・
八
郎
次
」
の
名
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
濃
国
小
県
郡
上
田
城
下
町

差
出
帳
」
に
は
鍛
冶
町
の
鍛
冶
と

し
て
三
二
人
「
作
兵
衛
・
重
蔵
・

鍛
冶
・
金
物
商
と
の
親
交
の

は
じ
ま
り

鍛
冶
町
・
常
田
の
鍛
冶
・
鋳

物
師
の
歴
史
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助
彌
・
安
兵
衛
・
善
六
・
忠
次
郎
・

与
五
兵
衛
・
文
四
郎
・
源
七・千
助
・

市
之
丞
・
甚
右
衛
門
・
伊
助
・
傳
八
・

籐
七
・
源
四
郎
・
權
九
郎
・
作
兵
衛
・

文
五
郎
・
清
七
・
久
兵
衛
・
助
蔵
・

彦
左
衛
門
・
孫
七
・
庄
兵
衛
・
甚
七
・

久
右
衛
門
・
源
蔵
・
才
兵
衛
・
孫

九
郎
・
彌
右
衛
門
・
傳
助
」
の
名

前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
造

が
犂
先
の
製
造
を
依
頼
し
た
中
村

六
郎
は
、
そ
の
中
の
ひ
と
り
、
才

兵
衛
の
末
裔
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
村
六
郎
は
、
海
野
鍬
を
作
る
特

権
を
も
っ
て
い
た
上
田
鍛
冶
町
の

江
戸
時
代
か
ら
続
く
鍛
冶
職
人
の

出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

【
長
岡
四
五
兵
衛
】
明
治
三
〇
年
五
月

九
日
長
岡
氏
の
水
苗
代
播
種　

六
月

三
〇
日
長
岡
方
で
太
一
車
の
代
金
、

一
円
を
支
払
う
。
八
月
一
七
日
、
大

門
村
松
山
謙
三
よ
り
太
一
車
の
立
替

代
一
円
入
金
。
一
〇
月
二
二
日
長
岡

方
に
至
り
坪
枠
を
竹
に
て
つ
く
る
。

一
一
月
九
日
長
岡
の
田
を
馬
耕
。
明

治
三
一
年
六
月
七
日
、
小
刀
一
挺
を

一
〇
銭
で
購
入
。
一
一
月
二
四
日
長

岡
方
で
改
良
犂
の
相
談
。

【
醋
屋
藤
と
鍛
冶
職
人
】
明
治
三
一
年

五
月
二
一
日
、
犂
先
を
買
う
。
犂
先

三
枚
を
和
村
に
送
付
。
六
月
七
日
馬

耕
器
の
件
で
種
々
談
す
。
一
一
月

一
九
日
シ
ャ
ベ
ル
一
挺
代
七
〇
銭
。

明
治
三
三
年
一
二
月
八
日
長
岡
四
五

兵
衛
を
問
ふ
、
不
在
な
り
し
故
、
直

ち
に
返
り
醋
屋
藤
に
至
り
鉄
板
の
件

を
談
す
。
明
治
三
四
年
一
月
一
〇
日

醋
屋
に
て
買
物
。
三
月
八
日
南
川
藤

兵
衛
氏
を
問
へ
た
る
も
、
病
気
中
に

て
面
会
を
得
ず
、
製
作
に
関
し
種
々

相
談
を
な
す
。
又
、
南
川
氏
を
問
へ

三
円
以
内
に
て
出
来
の
相
談
を
な
す
。

三
月
一
二
日
醋
屋
藤
に
依
託
販
売
の

件
を
照
会
。
三
月
一
七
日
醋
屋
藤
に

至
り
鍛
冶
屋
小
林
竹
司
方
に
至
り
犂

の
件
種
々
談
す
。
三
月
一
九
日
醋
屋

に
行
き
、
鍛
冶
屋
に
行
き
（
蚕
業
学

校
に
て
試
運
用
す
る
）
犂
は
二
五
日

限
り
（
に
出
来
上
が
る
）
の
約
束
。

四
月
一
八
日
醋
屋
に
行
き
、
印
判
師

の
処
に
行
く
。
四
月
二
一
日
四
月

二
一
日
小
宮
山
茂
右
エ
門
、
長
岡
支

店
及
び
祐
三
郎
、
醋
屋
藤
を
問
ふ
。

五
月
一
九
日
醋
屋
藤
及
び
中
村
六
郎

を
問
へ
種
々
犂
に
関
す
る
件
談
す
。

五
月
二
四
日
中
村
方
に
行
き
、
雛
形

に
付
き
午
後
四
時
ま
で
居
る
。
七
月

八
日
中
村
六
郎
を
問
へ
小
林
竹
司
方

へ
も
立
ち
寄
り
、
醋
屋
藤
に
至
り
勘

定
を
な
す
。
一
一
月
一
日
醋
屋
藤
及

び
中
村
六
郎
方
に
至
り
犂
二
挺
受
取

り
た
り
。
之
れ
今
回
発
明
せ
る
も
の

な
り
。
一
二
月
一
二
日
本
日
醋
屋
よ

り
前
精
算
の
残
金
を
ス
パ
ナ
に
て
受

け
取
る
。

【
長な
が
お
か岡

四し

ご

べ

え

五
兵
衛
】

　

長
岡
家
は
仙
石
氏
時
代
か
ら
藩

中
と
な
り
鉄
具
師
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
よ
う
で
す
。「
松
平
家
文

書　

明
細
三
」
と
い
う
上
田
藩
で

召
し
抱
え
た
家
来
の
職
歴
を
綴
っ

た
記
録
に
、
長
岡
四
五
兵
衛
の
名

前
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
代
長
岡
文
四
郎
（
四
五
兵

衛
と
い
う
名
は
二
代
目
か
ら
記
載

さ
れ
て
い
る
）
は
文
化
八
（
一
八…

一
一
）
年
よ
り
上
田
藩
の
納
戸
支

配
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
て

刀
鍛
冶
鉄
具
手
伝
い
か
ら
坊
主
格

に
と
り
た
て
ら
れ
ま
し
た
。
二
代

目
長
岡
四
五
兵
衛
（
寿と
し
ひ
ら平

）
は
天

保
期
に
時
計
番
を
務
め
、
三
代
目

は
幕
末
に
軍
務
庁
判
事
支
配
の
器

械
司
と
い
う
部
署
で
書
算
を
兼
ね

た
銃
工
師
と
し
て
仕
え
て
い
ま

す
。
刀
工
と
し
て
も
名
が
残
り
、

寿
直　

四
五
兵
衛
。
廃
藩
後
は
鍛

冶
町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
文
政

七
（
一
八
二
四
）
年
生
ま
れ
で
明

治
三
一
年
三
月
に
七
六
歳
で
没
。

四
代
目
の
四
五
兵
衛
は
幼
名
小
源

次
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に

生
ま
れ
、
常
田
に
移
り
住
み
大
正

●
小
宮
山
茂
右
衛
門

●
鍋
大
小
島
大
次
郎

鍋
八
半
田
八
郎
右
衛
門

●

鍋
久
小
島
久
兵
衛
●

関
口
儀
兵
衛
旧
店
●

長
岡
四
五
兵
衛
？
●

卍

卍
卍

卍

卍

●
醋
屋
藤
兵
衛

●
伊
藤
伝
兵
衛

● 
  

関
口
金
物
店 

柳
田
金
三 

商
店
●

　

 

●
長
岡
四
五
兵
衛

　
　
　
　

旧
宅

●

小
林
竹
司

福
田
屋
金
物
店
●

月
窓
寺

鍛
冶
町

常田

横
町海野町

科
野
大
宮
社

松
尾
町

　

●
鍋
屋
七
兵
衛原
町

●

小
県
郡
役
所

大手

●小
島
省
吾
金
物
店

上
田
城
跡

至西上田停車場

至大屋停車場
上田停車場

藩
主
居
館
跡

上
田
高
校

中
村
六
郎

 

●

日
記
か
ら
拾
う
と

金
物
商
の
出
自

明治30年代　上田の鍛冶・鋳物師・金物商の所在
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年
生
ま
れ
、
明
治
三
二
年
四
月
に

七
四
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。
籐
兵

衛
は
明
治
後
期
に
息
子
た
ち
、
吉

作
（
籐
兵
衛
の
後
継
）・
兵
作
（
醋

屋
呉
服
店
）・
治
三
郎
（
醋す

や

じ
屋
治

紙
店
）・
安
平
（
醋
屋
肥
料
店
）・

小
林
本
次
郎
（
す
や
本も
と　

洋
物
店

　

大
正
三
年
創
業
）
に
異
業
種
の

商
売
を
さ
せ
、
醋
屋
一
族
は
上
田

海
野
町
と
い
う
旧
北
国
街
道
の
本

通
り
に
店
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

　

長
男
吉
作
は
慶
応
二
（
一
八
六…

六
）
年
生
ま
れ
、
初
代
籐
兵
衛
の

没
後
籐
兵
衛
の
名
を
継
ぎ
大
正

一
一
年
五
七
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。

吉
作
の
長
男
、
久
太
郎
は
明
治

二
三
年
に
生
ま
れ
三
代
目
籐
兵
衛

を
継
ぎ
ま
し
た
が
子
が
な
く
、
渡

米
し
通
訳
を
職
と
し
昭
和
二
五
年

に
六
二
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。
松

山
原
造
と
親
交
の
あ
っ
た
籐
兵
衛

は
二
代
目
、
ど
う
や
ら
吉
作
で
す
。

　

南
川
籐
兵
衛
は
明
治
二
年
の
巳

年
騒
動
で
は
、
踏
み
荒
ら
し
小
破
、

分
家
南
川
宗
吉
は
踏
荒
し
中
破
の

被
害
を
受
け
た
こ
と
が
騒
動
記
に

書
き
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
三
三
年
二
月
設
立
の
上
田

電
燈
株
式
会
社
の
設
立
に
弟
兵

作
・
治
三
郎
ら
も
加
わ
り
水
力
利

「
明
治
二
九
年　

上
田
商
業
会
議

所　

第
一
回
会
員
選
挙
人
名
簿
」

が
載
っ
て
い
て
、
事
業
と
所
得
税

納
税
額
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
醋

屋
籐
兵
衛
（
南
川
籐
兵
衛
）
は
会

員
中
、
九
番
目
の
所
得
税
納
税
者

で
鉄
物
小
売
と
し
て
二
四
円
五
一

銭
の
所
得
税
を
納
税
し
て
い
ま

す
。
会
員
七
五
名
の
中
か
ら
議
員

と
役
員
が
選
出
さ
れ
、
醋
屋
籐
兵

衛
は
第
一
期
議
員
に
名
を
連
ね
ま

し
た
。

　

上
田
市
立
博
物
館
所
蔵
の
「
天

明
九
年　

高
列
御
分
限
帳
」
の
中

に
、
籐
兵
衛
の
名
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
釜
屋
籐
兵

九
年
に
七
〇
歳
で
没
。
原
造
が
長

岡
家
に
出
入
り
し
た
の
は
、
三
代

目
四
五
兵
衛
の
亡
く
な
る
一
年
ほ

ど
前
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
「
明
治
五
年
九
月　

鍛
冶
町
居

屋
敷
」（
柳
沢
暢
宏
文
書
）
に
は
、

下
鍛
冶
町
の
西
側
に
長
岡
四
五
兵

衛
（
寿
直
）
の
住
ま
い
が
あ
り
、

向
か
い
は
や
は
り
刀
工
の
弟
、
長

岡
久
四
郎
（
寿と
し
ち
か近

）
が
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
荒
井
岩
雄
氏
作
成
の

「
明
治
三
七
年
鍛
冶
町
図
」
で
は

長
岡
久
四
郎
の
名
前
は
あ
り
ま
す

が
、
四
五
兵
衛
の
名
は
あ
り
ま
せ

ん
。
四
五
兵
衛
は
そ
の
後
、
常
田

に
転
住
し
た
と
さ
れ
、
原
造
の
日

記
に
も
「
常
入
長
岡
ヲ
訪
問　

蟹

爪
ヲ
持
チ
帰
宅
」
と
記
さ
れ
、
常

田
（
明
治
九
年
、
常
田
村
・
踏
入

村
が
合
併
し
て
常
入
村
に
。
明
治

二
二
年
、
常
入
村
は
上
田
町

に
合
併
）
に
居
住
し
て
い
た

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
四
代
目
長
岡
四
五

兵
衛
の
孫
（
故　

一
雄
氏
）

の
妻
で
あ
る
晴
子
さ
ん
の
話

に
よ
る
と
、
長
岡
家
は
東
京

に
出
て
い
た
時
期
が
あ
り
戦

後
に
再
び
常
田
に
戻
り
ま
し

た
が
、
長
岡
家
の
後
を
継
い

だ
四
五
兵
衛
の
娘
い
そ
さ
ん
が

四
五
兵
衛
の
徒
弟
、
小
林
小
太
郎

の
家
（
中
常
田
）
を
親
し
く
訪
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
小

林
小
太
郎
の
家
が
四
五
兵
衛
の
住

ん
で
い
た
場
所
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
長
岡
家
は
、
小

林
小
太
郎
に
住
居
を
か
ね
た
仕
事

場
を
譲
っ
て
上
京
し
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

四
代
目
長
岡
四
五
兵
衛
の
弟
祐

三
郎
（
慶
応
元
年
～
明
治
三
五
年

　

享
年
三
八
歳
）
は
、
刀
工　

寿

祐
を
名
乗
り
明
治
二
八
年
か
ら
独

立
し
て
鍛
冶
業
を
営
み
、
子
の
祐

次
は
南
天
神
町
で
鉄
工
所
を
経
営

し
「
松
山
犂
」
の
部
品
を
製
作
し

ま
し
た
。

【
醋す

や屋
藤と
う

兵べ
え衛　

鋼
鉄
商
】

　
『
上
田
商
工
会
議
所
百
年
史
』
に

衛　

米
五
俵　

内
三
俵
上
納
」
と

暮
れ
の
手
当
額
も
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
釜
屋
籐
兵
衛
が
、
再

興
初
代
籐
兵
衛
の
先
代
に
あ
た
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

醋
屋
籐
兵
衛
の
家
は
絶
え
て
い

て
、
経
営
資
料
も
全
く
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
分
家
の
南
川
征
一
郎

氏
（
呉
服
商　

醋
屋
兵
作
の
後
裔
）

と
籐
兵
衛
の
前
か
ら
分
家
で
あ
っ

た
家
筋
の
南
川
道
男
氏
（
横
町
副

戸
長
で
呉
服
商　

南
川
宗
吉
の
後

裔
）
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
中

で
、「
南
川
家
は
常
田
の
出
身
で
、

籐
兵
衛
は
上
田
藩
に
出
入
り
し

た
」「
廃
藩
の
時
に
上
田
城
を
買

い
取
っ
た
一
人
で
、
瓦

の
鉛
を
売
っ
て
儲
け
た
」

「
強
い
霜
が
降
り
て
桑
栽

培
者
が
大
被
害
を
受
け

た
年
に
、
籐
兵
衛
の
桑

畑
だ
け
霜
が
降
り
な

か
っ
た
の
で
大
儲
け
を

し
た
」
と
い
う
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

再
興
初
代
南
川
籐
兵

衛
は
、
商
売
の
上
で
は

屋
号
を
冠
し
醋
屋
藤
兵

衛
を
名
乗
っ
て
い
ま
し

た
。
文
政
九（
一
八
二
六
）

長岡四五兵衛（長岡晴子氏所有）

醋屋籐兵衛　引
ひきふだ

札　上田市立博物館
『看板・暖簾・引札』より
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用
の
電
灯
・
電
力
事
業
を
創
立
し

ま
し
た
。

　

大
正
一
一
年
の
東
京
交
通
社
大

正
上
田
市
地
図
で
は
、
醋
屋
藤
の

あ
っ
た
場
所
は
津
久
田
足
袋
店
や

濱
田
屋
肥
料
商
に
な
っ
て
い
て
、

大
正
一
一
年
よ
り
前
に
二
代
目
醋

屋
藤
兵
衛
は
店
を
畳
ん
だ
よ
う
で

す
。

【
関
口
金
物
店
】

　

関
口
金
物
店
を
経
営
し
た
関
口

儀
兵
衛
の
系
譜
は
、「
宝
永
三
年

　

小
県
郡
常
田
町
差
出
帳
」
に
あ

る
「
鍛
冶
八
人　

惣
次
郎
、
七
郎

右
衛
門
、
徳
三
郎
、
儀
兵
衛
、
源

四
郎
、
茂
七
、
作
右
衛
門
、
太
郎

兵
衛
」
の
儀
兵
衛
に
つ
な
が
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
関
口
家
の
系

図
帳
を
み
る
と
初
代
関
口
儀
兵
衛

は
、
寛
永
元
（
一
六
二
五
）
年
に

生
ま
れ
、
七
郎
右
衛
門
か
ら
分
家

し
て
い
ま
す
。
宝
永
三
年
は
西
暦

一
七
〇
六

年
な
の
で
、

儀
兵
衛
が

分
家
し
た

後
に
鍛
冶

職
の
ひ
と

り
と
し
て

数
え
ら
れ

た
こ
と
が

史
料
の
上

で
も
証
明

で
き
ま
す
。

関
口
儀
兵

衛
家
で
は

代
々
儀
兵

衛
を
継
ぎ
、

五
代
目
儀

兵
衛
は
天

保
一
〇
（
一…

八
三
九
）
年
に
生
ま
れ
明
治
三
二

年
一
〇
月
に
没
し
享
年
六
二
歳
、

六
代
目
儀
兵
衛
は
明
治
六
年
に
生

ま
れ
昭
和
二
〇
年
に
七
四
歳
で
没

し
て
い
ま
す
。
没
年
か
ら
推
し
量

る
と
、
原
造
の
犂
を
販
売
し
た
の

は
六
代
目
儀
兵
衛
に
な
り
ま
す
。

　

関
口
儀
兵
衛
家
に
は
金
物
店
を

し
て
い
た
当
時
の
写
真
が
残
っ
て

い
て
、
特
に
明
治
後
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
の
恵
比
寿
講
の
た
め

に
店
の
屋
根
正
面
に
巨
大
な
金
物

の
作
り
物
を
し
て
威
勢
を
競
っ
た

店
構
え
を
捉
え
た
い
く
つ
か
の
記

念
写
真
は
当
時
の
海
野
町
の
賑
わ

い
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
で

す
。
関
口
金
物
店
は
第
二
次
世
界

大
戦
前
に
は
店
を
閉
じ
て
い
ま

す
。

　

上
の
写
真
は
、
裏
書
き
に
明
治

二
八
年
開
店
記
念
、
創
業
一
〇
周

年
と
あ
り
ま
す
。
越
前
の
鎌
問
屋
、

三
田
村
甚
三
郎
の
幟
旗
や
大
阪
市

東
区
の
萬
金
物
類
鉄
瓶
製
造
卸
商

　

小
山
彌
一
郎
、
越
後
三
条
の
銅

鉄
打
物
問
屋
、
越
中
高
岡
の
銅
鉄

問
屋
な
ど
の
旗
が
十
枚
以
上
提
げ

ら
れ
て
い
る
の
が
み
え
ま
す
。『
明

治
二
四
年　

上
田
街
諸
名
家
一
覧

表
』
に
は
常
入
の
金
物
商
関
口
義

兵
衛
の
店
構
え
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
関
口
儀
兵
衛
は
常
田
で
一
〇

年
店
を
構
え
た
後
、
海
野
町
に
開

店
し
た
よ
う
で
す
。

　

五
代
目
儀
兵
衛
は
本
海
野
（
東

御
市
）
本
陣
の
宮
下
家
か
ら
の
入

夫
養
子
で
、
半
田
七
兵
衛
の
娘
さ

い
と
関
口
家
を
継
ぎ
金
物
商
売
を

軌
道
に
乗
せ
ま
し
た
。
妻
さ
い
の

父
半
田
七
兵
衛
は
、
常
田
鋳
物
師

の
半
田
八
郎
右
衛
門
の
二
男
で
、

鍋
屋
七
兵
衛
を
名
乗
り
柳
町
に
金

物
商
を
営
み
ま
し
た
。
五
代
目
儀

兵
衛
の
子
（
生
三
）
が
鍋
屋
七
兵

衛
を
継
ぎ
原
町
で
店
を
構
え
ま
し

た
。『
明
治
二
七
年　

上
田
商
業

会
議
所
会
員
名
簿
』
に
は
、

「
関
口
儀
兵
衛　

鉄
物
小
売

　

所
得
税
納
税
額
七
円
七
九

銭
」「
半
田
七
兵
衛　

鉄
物

小
売
・
米
穀
仲
買　

所
得
税

納
税
額
四
円
四
九
銭
」
と
あ

り
ま
す
。
関
口
儀
兵
衛
家
は

常
田
の
鋳
物
師
半
田
八
郎
右

衛
門
家
と
も
姻
戚
で
あ
り
ま

し
た
。

【
柳
田
金
物
店
】

　

小
諸
の
柳
田
金
物
店
本
店

は
、
代
々
薬
種
を
中
心
に
荒

物
や
小
間
物
を
販
売
し
て
い

た
柳
田
五
兵
衛
か
ら
分
家
し
て
文

久
元
（
一
八
六
一
）
年
に
金
物
商

と
し
て
独
立
し
た
の
に
始
ま
り
ま

す
。
初
代
柳
田
茂
十
郎
は
、
天
保

四
（
一
八
三
三
）
年
生
ま
れ
で
明

治
三
二
年
四
月
に
六
七
歳
で
没
し

て
い
ま
す
。
二
代
目
柳
田
茂
十
郎

は
大
正
九
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
松
山
原
造
が
取
引
を
し
て

い
た
の
は
二
代
目
柳
田
茂
十
郎
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

茂
十
郎
は
分
家
と
し
て
血
縁
者

に
茶
店
な
ど
異
業
種
を
経
営
さ

せ
、
別
家
と
し
て
奉
公
人
に
暖
簾

わ
け
し
て
金
物
・
荒
物
を
中
心
と

し
た
同
業
種
の
商
店
を
小
諸
町
外

明治28年　関口金物店　開店記念写真（関口愛子氏所有）

常入　関口儀兵衛　『上田老舗図鑑』より
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の
主
要
中
心
地
に
出
店
さ
せ
ま
し

た
。
別
家
か
ら
さ
ら
に
分
家
や
別

家
（
二
次
別
家
と
呼
ば
れ
る
）
が

さ
れ
て
、
柳
田
系
商
店
は
東
信
・

北
信
地
方
を
中
心
に
の
べ
八
〇
店

以
上
で
き
ま
し
た
。

　

上
田
に
は
明
治
三
〇
年
に
小
宮

山
金
三
が
別
家
と
し
て
暖
簾
わ
け

し
て
海
野
町
に
店
を
出
し
、「
リ
ュ

ウ
イ
チ
」
の
屋
号
と
荷
印
で
商
い

を
し
ま
し
た
。
大
正
六
年
に
な
る

と
鍛
冶
町
の
北
の
下し
も

川か
わ
ら原
柳や
ぎ

町
に

金
子
政
太
郎
が
「
柳
田
政
太
郎
商

店
」
と
し
て
出
店
し
ま
し
た
。

　

柳
田
茂
十
郎
は
、
暖
簾
分
け
す

る
際
に
開
店
掟
を
直
筆
で
渡
し
、

商
品
は
小
諸
本
店
を
通
じ
て
仕
入

れ
る
こ
と
な
ど
を
取
り
決
め
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
別
家
し
て
出
店

す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
一
町

内
（
市
街
地
）
に
は
一
店
し
か
出

店
さ
せ
な
い
「
一
町
一
店
主
義
」

を
と
り
、
市
場
の
取
り
合
い
を
防

ぎ
各
商
店
の
商
圏
を
確
保
す
る
方

策
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
原
造
は
柳
田
金
物
店

に
は
明
治
三
五
年
五
月
か
ら
犂
を

納
入
し
て
い
ま
す
が
、
上
田
に
柳

田
金
三
商
店
が
あ
る
と
い
う
の
に

原
造
の
売
場
帳
簿
を
み
る
と
小
諸

柳
田
本
店
に
送
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
正
一
二
年
海
野
町
の
地
図

に
は
小
宮
山
金
三
の
柳
田
金
物
店

は
な
く
、
瀬
下
洋
服
店
の
所
有
地

に
代
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
柳

田
金
三
商
店
が
閉
じ
て
か
ら
柳
田

政
太
郎
商
店
が
開
店
し
た
こ
と
が

推
し
量
れ
ま
す
。

【
薬や
か
ん
や
鑵
屋
志し
づ
え
津
衛　

銅
鉄
商
】

　

旧
信
越
線
大
屋
停
車
場
前
に

あ
っ
た
薬
鑵
屋
金
物
店
と
は
、
明

治
三
六
年
か
ら
犂
の
取
引
が
あ
り

ま
す
。
原
造
の
日
記
や
会
計
帳
簿

で
は
、
薬
鑵
屋
金
物
店
は
柳
澤
志

津
衛
が
店
主
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
後
に
は
弟
の
勝
次
郎
に
経
営

を
委
ね
、
志
津
衛
は
小
諸
の
与よ
ら良

に
戻
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

正
四
年
印
刷
の
『
大
屋
橋
開
通
記

念
写
真
帳
』
に
納
め
ら
れ
た
薬
鑵

屋
金
物
店
の
写
真
を
み
る
と
「　

柳
澤
勝
次
郎
」
と
店
の
名
前
が
あ

り
、
店
の
前
に
立
つ
人
は　

薬
鑵

屋
支
店
の
法
被
を
着
て
い
ま
す
。

勝
次
郎
の
孫
の
小
林
春
美
さ
ん
に

よ
る
と
、
後
に
は
畳
表
や
建
築
資

材
を
扱
っ
て
昭
和
二
〇
年
こ
ろ
に

は
店
を
閉
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

柳
澤
志
津
衛
の
出
自
を
調
べ
て

み
る
と
、『
明
治
三
六
年　

小
諸

繁
盛
記
』
の
中
の
商
家
案
内
に
も
、

『
大
正
七
年　

小
諸
商
工
案
内
』
に

も
柳
澤
志
津
衛
の
名
前
を
見
い
だ

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う
や
く

明
治
二
六
年
印
刷
の
商
家
案
内

『
小
諸
町
一
覧
表
』
に
「
与
良
町

　

銅
細
工　

柳
澤
志
津
衛
」
と
い

う
広
告
が
あ
る
の
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
柳
澤
志
津
衛
と
い
う
人
は
元
は

銅
細
工
を
商
っ
て
い
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

上
田
市
塩
尻
の
馬
場
直
次
郎
家

に
は
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年

に
「
新
町
薬
鑵
屋　

喜
代
八
」
と

い
う
銅
細
工
職
人
が
水
風
呂
・
ど

う
こ
・
じ
ゅ
う
の
・
お
ろ
し
の
売

値
を
報
告
し
た
文
書
が
残
っ
て
い

ま
す
。
薬
鑵
屋
志
津
衛
が
上
田
市

新
町
の
薬
鑵
屋
喜
代
八
に
繋
が
ら

な
い
だ
ろ
う
か
と
推
量
も
し
て
み

ま
し
た
が
、
前
出
の
小
林
春
美
さ

ん
の
お
話
で
は
、
元
は
小
諸
の
人

で
柳
澤
家
の
菩
提
寺
も
小
諸
に
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
薬
鑵
屋

と
い
う
屋
号
そ
の
も
の
が
銅
細
工

職
人
を
表
わ
す
屋
号
で
、
小
諸
藩

で
銅
細
工
を
し
て
い
た
薬
鑵
屋
志

津
衛
な
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
結
論

に
達
し
ま
し
た
。

　
「
明
治
四
五
年　

薬
鑵
屋
金
物

店
通
帳
」
で
取
引
し
て
い
る
商
品

の
内
容
を
調
べ
て
み
る
と
、
松
山

犂
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
が
、
ス

パ
ナ
な
ど
の
工
具
や
針
金
・
釘
の

他
に
大
量
の
鉄
材
を
調
達
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
明
治

四
五
年
に
薬
鑵
屋
へ
支
払
っ
た
鉄

物
代
金
の
合
計
は
、
約
七
百
円
。

そ
の
他
の
工
具
代
が
約
九
十
五

円
。一
方
、松
山
犂
の
売
上
げ
代
は
、

五
十
円
七
十
銭
で
し
た
。
薬
鑵
屋

志
津
衛
は
、
松
山
犂
製
作
所
で
使

う
大
量
の
鉄
材
を
鉄
道
で
取
り
寄

せ
て
、
大
屋
停
車
場
か
ら
東
上
田

（
現…

東
御
市
和
）
の
工
場
へ
納
入

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

小
諸
市
与
良
町
で
薬
鑵
屋
志
津

衛
の
店
の
あ
っ
た
場
所
を
探
し
た

と
こ
ろ
、
道
路
拡
張
の
際
に
数

メ
ー
ト
ル
建
物
は
後
ろ
に
曳
き
移

さ
れ
た
も
の
の
薬
鑵
屋
金
物
店
の

土
台
や
大
黒
柱
を
残
し
熊
木
仏
具

店
が
商
い
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
曳
き
移
す
前

は
、
庭
に
は
築
山
が
あ
り
石
灯
籠

な
ど
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

旧
北
国
街
道
沿
い
の
与
良
町
に

は
、
薬
鑵
屋
志
津
衛
の
店
か
ら
数

十
メ
ー
ト
ル
北
に
帝
国
中
牛
馬
会

社
を
経
営
す
る
小
山
五
左
衛
門
の

家
が
あ
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
明

治
二
九
年
大
屋
停
車
場
が
開
設
さ

○十

○十

○十

柳田金三　引札　上田市立博物館
『看板・暖簾・引札』より
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れ
る
の
に
と
も
な
っ
て
小
山
五
左

衛
門
が
帝
国
中
牛
馬
会
社
大
屋
支

店
を
設
立
す
る
際
に
、
柳
澤
志
津

衛
は
五
左
衛
門
に
誘
わ
れ
て
依
田

窪
地
域
（
丸
子
・
長
門
・
武
石
・

和
田
）
の
商
業
圏
を
見
込
ん
だ
金

物
販
売
を
し
よ
う
と
出
店
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
時
代
の
中
ご
ろ
に
威
勢
を

は
っ
て
い
た
醋
屋
籐
兵
衛
は
、
二

代
目
醋
屋
籐
兵
衛
が
継
い
だ
後
も

資
産
が
相
当
あ
り
、「
吉
原
の
植

木
市
で
買
っ
た
植
木
を

貨
車
で
上
田
に
運
び
、

別
荘
に
植
え
た
」
な
ど

豪
放
に
暮
ら
し
た
逸
話

も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
明
治
二
九
年　

上
田

商
業
会
議
所
第
一
回
選

挙
人
名
簿
」
に
あ
る
所

得
税
納
税
額
を
み
る
と
、

南
川
吉
作
（
後
に
二
代

目　

醋
屋
籐
兵
衛
）
は

二
四
円
五
一
銭
、
関
口

儀
兵
衛
は
七
円
七
九
銭
、

半
田
七
兵
衛
は
四
円

四
九
銭
で
、
金
物
商
の

中
で
は
、
醋
屋
籐
兵
衛

が
群
を
抜
い
て
所
得
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

原
造
と
犂
の
取
引
が
は
じ
ま
っ

て
か
ら
の
『
明
治
四
一
年　

上
田

商
工
人
名
録
』
を
み
る
と
、
関
口

儀
兵
衛
が
六
二
円
九
七
銭
、
南
川

籐
兵
衛
が
四
八
円
三
〇
銭
、
小
宮

山
金
蔵
（
柳
田
金
三　

後
年
、
金

蔵
を
名
乗
る
）
が
四
三
円
一
二
銭
、

吉
田
屋
寺
尾
閤
が
二
一
円
四
二

銭
、
田
玉
高
蔵
が
一
六
円
一
四
銭
、

す
や
小
島
省
吾
は
一
五
円
八
三
銭

と
な
っ
て
い
て
、
関
口
儀
兵
衛
の

商
売
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

二
代
目
醋
屋
籐
兵
衛
は
、
上
田

商
工
会
議
所
の
議
員
を
明
治
二
九

年
五
月
か
ら
明
治
三
三
年
五
月
ま

で
二
期
務
め
ま
す
が
、
明
治
三
五

年
五
月
か
ら
は
、
弟
で
蚕
卵
台
紙

や
学
校
用
品
を
扱
う
南
川
治
三
郎

が
大
正
四
年
一
月
ま
で
七
期
議
員

を
つ
と
め
て
い
て
、
次
第
に
兄
籐

兵
衛
よ
り
も
弟
の
治
三
郎
の
店
が

隆
盛
し
た
こ
と
が
推
し
量
れ
ま

す
。
関
口
儀
兵
衛
は
、
明
治
四
〇

年
四
月
か
ら
三
期
議
員
を
し
て
、

大
正
八
年
か
ら
二
期
上
田
市
議
会

議
員
も
務
め
ま
し
た
。

　

双
用
犂
を
発
明
し
た
松
山
原
造

の
起
業
に
関
わ
っ
た
人
々
を
調
べ

て
い
く
う
ち
に
鍛
冶
・
鋳
物
師
に

関
わ
り
の
深
い
鍛
冶
町
や
常
田
に

拠
点
の
あ
る
人
々
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
し
く
導
入
さ
れ
た
農
業
技
術

の
道
具
と
し
て
中
耕
除
草
の
た
め

の
太
一
車
を
取
り
寄
せ
て
も
ら
っ

た
り
、
蟹
爪
の
直
し
や
坪
枠
の
製

作
も
世
話
に
な
っ
た
長
岡
四
五
兵

衛
は
、
実
は
刀
工
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
明
治
三
三
年
初
冬
に
納

得
の
い
く
双
用
犂
を
完
成
さ
せ
た

原
造
が
品
質
の
よ
い
犂
先
を
つ
け

る
た
め
に
製
作
を
依
頼
し
た
上
田

鍛
冶
町
の
中
村
六
郎
は
、「
上
田

海
野
の
鍬
」
の
独
占
製
造
を
し
て

き
た
鍛
冶
集
団
か
ら
選
び
ぬ
い
た

鍛
冶
職
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
犂
販
売
の
初
期
段
階
で

小
売
を
依
頼
し
た
金
物
商
の
醋
屋

籐
兵
衛
・
関
口
儀
兵
衛
・
薬
鑵
屋

志
津
衛
は
、
い
ず
れ
も
歴
史
の
あ

る
鍛
冶
・
鋳
物
師
の
出
身
で
あ
る

こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。

　

双
用
犂
の
特
許
を
申
請
し
製
造

を
は
じ
め
た
明
治
三
四
年
は
、
原

造
は
か
ぞ
え
二
七
歳
、
醋
屋
籐
兵

衛
は
三
六
歳
、
六
代
目
儀
兵
衛
は

二
八
歳
、
長
岡
四
五
兵
衛
は
四
八

歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

心
血
を
そ
そ
い
で
完
成
さ
せ
た

犂
を
製
造
販
売
し
て
い
く
た
め

に
、
信
頼
の
お
け
る
取
引
先
を
原

造
は
そ
ろ
え
て
い
き
ま
し
た
。

（
学
芸
員　

田
中
壽
子
）
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平
成
十
九
年
九
月
二
十
九
日
松
山

記
念
館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教
育

委
員
会
後
援
で
、
松
山
株
式
会
社
三
階

ホ
ー
ル
に
て
、
第
十
六
回
文
化
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
上
田
市
教
育
委
員
会…
文

化
振
興
課…

和
根
崎……

剛
氏
を
お
願
い

し
、「
村
上
義
清
を
苦
し
め
た
真
田
幸

隆
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

（
聴
講
者
一
五
二
人
）

　

講
演
会
に
先
立
ち
主
催
者
を
代
表

し
て
松
山
信
久
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
今
講
演
会
の
ご
後
援
を
頂
い
た
上

田
市
、
上
田
市
教
育
委
員
会
を
代
表
し

て
ご
出
席
頂
い
た
小
林
健
一
丸
子
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
長
様
と
、
ご
多
忙
の

な
か
本
日
の
講
演
を
お
引
き
受
け
頂

い
た
和
根
崎……

剛
様
に
お
礼
を
述
べ
、

「
今
回
は
例
年
や
っ
て
き
た
農
業
関
連

か
ら
少
し
趣
向
を
変
え
て
、
放
映
中
の

大
河
ド
ラ
マ

「
風
林
火
山
」

の
影
響
で
話

題
に
な
っ
て

い
る
上
田
地

域
、
地
元
の

生
ん
だ
優
れ

た
人
物
を
深

く
知
り
、
歴
史
の
認
識
を
学
ぶ
事
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
静
聴
お
願

い
し
ま
す
」…

と
開
会
の
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
小
林

健
一
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長
よ

り
挨
拶
を
頂
い
た
後
講
演
に
入
っ
た
。

ま
ず
ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
た
翌
日
は

視
聴
者
か
ら
多
く
の
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
。
史
実
と
の
違
い
や
、
山
城
か

ら
見
た
背
景
の
山
容
が
異
な
る
な
ど

の
指
摘
が
あ
り
多
く
の
人
が
よ
く
見

て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

方
に
話
を
し
ま
し
た
ら
、「
ま
だ
、
そ

ち
ら
は
い
い
方
で
す
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
は
毎

回
、
放
送
が
終
わ
っ
て
十
分
間
は
電
話

が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
で
す
」「
大
河
ド
ラ

マ
は
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

あ
り
歴
史
の
事
実
で
は
な
い
」
と
説
明

さ
れ
、
今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
は
そ
う
い

う
意
味
で
は
原
作
に
比
べ
て
楽
し
さ

と
い
う
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
て
作
っ

て
い
る
ド
ラ
マ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
県
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
こ

ち
ら
に
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、
真
田
氏

歴
史
館
で
は
八
月
ま
で
の
入
館
者
数

が
昨
年
の
四
倍
を
超
え
、
上
田
城
跡
公

園
の
博
物
館
も
か
な
り
の
入
館
者
数

が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
上
田

周
辺
で
は
真
田
の
こ
と
を
扱
っ
た
本

が
大
変
多
く
売
れ
て
お
り
、
書
店
で
も

売
上
一
位
・
二
位
を
占
め
る
と
い
う
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な

ど
、
大
河
ド
ラ
マ
の
影
響
の
大
き
さ
を

話
さ
れ
た
後
、
本
題
に
入
り
、

 

・ 

真
田
の
伝
承
が
沢
山
残
っ
て
い
る

角
間
渓
谷
「
真
田
一
族
が
居
を
構

え
た
入
口
付
近
、
壊
さ
れ
た
日
向

畑
の
墓
跡
、
安
智
像
の
木
像
、
天

狗
の
伝
説
、
不
思
議
な
鉈
の
伝
説
」

 

・
山
本
勘
助
と
幸
隆

 

・
宿
敵
村
上
義
清

 

・
真
田
幸
隆
と
川
中
島
合
戦

 

・
長
男
、
真
田
信
綱

 

・
信
玄
の
死
と
真
田
家

等
の
話
題
を
時
の
立
つ
の
を
忘
れ
る

程
に
飽
き
さ
せ
ず
に
お
話
し
い
た
だ

き
、
最
後
に
、「
丸
子
は
真
田
に
攻
め

ら
れ
た
と
い
う
思
い
や
、
敵
方
と
し
て

祖
先
か
ら
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て

い
る
人
も
い
る
。
旧
四
市
町
村
が
合
併

し
た
新
生
上
田
市
は
、
歴
史
上
の
人
物

を
正
し
く
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

互
い
の
思
い
や
悩
み
を
解
決
で
き
る

と
思
い
ま
す
。…

こ
れ
か
ら
上
田
市
と

い
う
住
所
を
使
う
仲
間
と
し
て
、
ぜ
ひ

真
田
一
族
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
で

も
良
い
の
で
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
講
演
を
締
め

た
。

★
平
成
十
九
年
十
二
月
七
日
（
金
）

協
同
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
二
階
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、
第
十
八
回
理
事
会
、
第

十
九
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
基

本
財
産
の
運
用
及
び
平
成
二
十
年
度

事
業
計
画
書
（
案
）・
同
予
算
書
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員

の
承
認
を
得
て
終
了
さ
れ
た
。

★
平
成
二
十
年
二
月
八
日
（
金
）
協

同
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
二
階
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
第
十
九
回
理
事
会
、
第

二
十
回
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
十
七
年
度
事
業
報
告
書
及
び
収
支

計
算
書
並
び
に
財
務
諸
表
（
貸
借
対

照
表
、
財
産
目
録
、
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
財
務
諸
表
の
注
記
）
の
承

認
の
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
出
席

者
全
員
の
承
認
を
得
て
終
了
さ
れ
た
。

　

松
山
株
式

会
社
の
平
成

二
十
年
度
新

入
社
員
は
、

四
月
一
日

（
火
）
の
入

社
式
終
了

後
、
当
館
を

訪
れ
、
松
山
株
式
会
社
創
業
以
来
の

歴
史
を
研
修
し
た
。

総
数…

一
、八
九
八
名

〈
内
訳
〉

　

県
外
（
含
外
国
）…

五
五・五
％

　
　

東
信…

二
六・二
％

　
　

北
信…

一
三・三
％

　
　

中
信…

〇・九
％

　
　

南
信…

四・一
％

　

評
議
員　
　

櫻
井
一
二
三
氏

　

櫻
井
氏
は
、
当
記
念
館
創
設
時
以

来
頭
書
の
役
職
を
努
め
ら
れ
記
念
館

運
営
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

　

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

日
時
・
平
成
二
十
年
十
月
十
八
日（
土
）

場
所
・
松
山
（
株
）
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
九
州
大
学
名
誉
教
授

　
　
　

農
学
博
士…

坂
井…

純
氏

演
題
・…「
日
本
の
ス
キ
（
犂
）
と
ロ
ー

タ
リ
耕
耘
（
う
ん
）
作
業
機

の
発
達
と
、
国
家
の
近
代
化
」

第
十
六
回
文
化
講
演
会
の
開
催

理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
十
九
年
度
当
館
見
学
者

逝
去 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

第
十
七
回
文
化
講
演
会
決
定


